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複数の研究者により国土地理院 GPS 連続観測網(GEONET)の座標値や基線長変化に年周的な変動の見られる事が
報告されている．我々は，GEONET データから計算した基線長変化を統計的に調べ，ほぼ全ての基線長変化に年周
的な変動成分が存在する事を確認した．また，ほとんどの基線で夏に伸び，冬に縮みの変動を示す事も判明した． 

 東北地方における，このような年周的変動の原因として日置は，冬に積雪荷重で基線が縮み，夏には雪が融
けて元に戻るという解釈を与えているが，他の地域においても，地下水など水環境による荷重変化で説明できそう
である． 

 
 
Murakami and Miyazaki(1999)は，国土地理院 GPS 連続観測網(GEONET)のデータ解析結果に，経年的な変動とと

もに年周的な変動が見られるとの報告を行った．また，林・他(2000)や，Heki(2000)も GEONET の年周的変動につ
いて研究を行っている．特にHeki(2000)では，GPS データだけでなく伸縮計データにも年周的変化を見出した．さ
らに Heki は，このような年周変化の原因は，積雪荷重による地盤の伸縮にあると結論付けている． 

 一方，我々は，連続観測開始から5 年以上経過したGEONET データの基線長変化を，統計的に調べ，GEONET デー
タに見られる変動の地域性や方向依存性などの特徴検出を進めてきた．その結果，2000 年秋の測地学会講演会に
おいては，経年的な基線長変化の特徴に，プレート運動に起因すると思われる地域性，方向依存性が存在する事を
示した．今回は特に，最近注目されている年周変動に着目し，その特徴を調べたので報告する． 

 データ処理の手順としては，GEONET の観測開始から 2000 年までの各観測点における日々の座標時系列から，
同アンテナ同士の組み合わせ 234,998 基線の基線長を計算し，基線長変化を経年変化と年周変化を考慮した式で
フィッティングを行い，さらに基線長の平均歪速度，変動の振幅，基線の伸びが最大となる時期を求めた．それら
を基線の方位角 10°毎ならびに，地域毎に区分し，その特徴について調べた． 

 その結果，基線長変化の特徴としては，次の事が分かった． 
１．ほぼ全ての基線長変化に年周的変動成分が認められた． 
２．年周的変動の振幅が大きい基線は，方位角がＮ40Ｗ～Ｎ70Ｗ方向の基線であった． 
３．平均歪速度の圧縮方向と，年周的変化の振幅が大きくなる方向が良い相関を示す． 
４．ほとんどの基線に，夏に伸び，冬に縮みの年周的変動がみられる． 
 座標時系列の楕円体高変化についても，上記同様の処理を行ったところ，楕円体高変化についても，冬に沈

降，夏に隆起の年周的な変動が見られる事が判明した． 
 東北地方におけるこのような年周変動の原因として，Heki(2000)は，積雪荷重を考えているが，積雪を降雨

または地下水変動に置き換え，GEONET に見られる年周的変動をより統一的に解釈できる可能性があるとした． 
 なお，本研究では，国土地理院より提供される電子基準点データを使用した．ここに記して謝意を表す次第

です． 
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